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Operando（オペランド）反力測定とは？

ラミネート型リチウムイオン二次電池（LiB）の充放電・反力同時測定を行います。

ラミネート型LiBにおけるOperando反力測定サービス

Cat.No 3E2J-232-00-220906

● LiBの充放電に伴う正負極の膨張・収縮や、長期サイクル劣化によるセルの膨張を、セル拘束圧の反力として
Operando（オペランド）測定するサービスです。

● ラミネート型LiBについて、様々な温度環境下における低レート・高レートな充放電試験や長期のサイクル試験
と同時に反力を測定できます。そのため、充放電レートと反力変化の相関や、サイクル劣化と反力増加の相関
などを詳細に比較・解析できます。

● 本Operando（オペランド）測定サービスは、幅広いサイズのラミネート型セルや拘束圧に対応できます。さらに、
セルを拘束する拘束板の材質も自由に選択できます。

ラミネート型LIBにおけるOperando（オペランド）反力測定・評価例

図1 低レート充放電に伴うセル反力変化

図2 サイクル劣化に伴う反力の増加

● 図1に低レートで行った充放電サイクル試験に
伴う、ラミネート型セルの反力測定試験の結果
を示します。充電に伴い、セルの反力が増加し、
満充電時に反力の最大値を示していることが
判ります。また、完全放電時には反力は最小
値となっており、充放電に伴う体積変化による
反力値のリアルタイムな変化を定量的に検出
できます。

● 図2は、充放電サイクル試験による放電容量劣
化と、セルの反力の関係を示しています。サイ
クル劣化により、セルの膨張に起因し反力が増
加していることがわかります。

※本Operando測定サービスでは、様々な電気
化学的評価と組み合わせて評価できます。
なお、本測定の対象となるラミネート型セル
の容量は、100mAh級～20Ah級程度です。


